
散歩の折りに見かけるサボテンの花は赤や紅、黄色に白。

どれも太陽の光に呼応するように輝いています。初め

は普通の木であったサボテン(木の葉サボテン)は、やが

て厳しい環境に適応するため葉を落とし、茎が太くなり

ウチワサボテン・柱サボテンに、やがて茎が短くなって

襞ができ、球形になりました。サボテンは進化の途中の

形を今も見ることができる植物です。種類は2,000種以

上もあり、ドラゴンフルーツや月下美人もサボテンの仲

間です。花言葉は「燃える心」「枯れない愛」「偉大」

など。絵本「おどるサボテン(川端誠・ＢＬ出版)」は球

形のエキノプシス・マルティプレ

ックスが主人公のお話(シリーズで

3 作、図書館で…)。あなたもきっと

サボテンが好きになりますよ。

写真は荏原一中近くのお宅、ウ

チワサボテンの黄色い花が咲いて

います。(６月２０日現在)

(小山１丁目町会 河原マサ江)
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４
．
平
成
26
年
度

《
や
ら
さ
れ
る
防
災
か
ら
、
や
る
防
災
へ
》

(

１)

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
設
定

昨
年
度
の
訓
練
参
加
者
を
中
心
に
各
エ

リ
ア
か
ら
３
～
５
人
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
活
動
の

核
と
な
っ
て
、
防
災
活
動
の
運
営
を
主
体

的
に
担
っ
て
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

防
災
推
進
部
は
事
務
局
的
な
役
割
と
し

ま
す
。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
議
を
随
時
開

催
し
、
エ
リ
ア
訓
練
の
内
容
や
全
体
訓
練
の

内
容
を
自
主
的
に
決
め
て
い
ま
す
。

発
災
時
に
は
エ
リ
ア
自
ら
が
機
能
し
、
最

低
限
の
行
動
は
出
来
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

２)

活
動
内
容
の
設
定(

基
本
設
定)

①
エ
リ
ア
訓
練

・
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
操
作
訓
練

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
る

救
命
救
急
訓
練

・
エ
リ
ア
内
災
害
時
要
援
護
者
と
支
援
者
の

設
定
と
安
否
確
認

②
全
エ
リ
ア
合
同
訓
練

・
家
庭
用
消
火
器
操
作
訓
練

・
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
操
作
訓
練
、
放
水
体
験

・
災
害
時
要
援
護
者
の
安
否
確
認

・
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練
【
左
記
写
真
】

７
月
は
夜
間

訓
練
の
際
、
消

火
栓
の
中
が
暗

く
て
ま
っ
た
く

見
え
な
い
こ
と

が
わ
か
り
、
ス

タ
ン
ド
パ
イ
プ

セ
ッ
ト
に
ヘ
ッ

ド
ラ
ン
プ
、
赤

色
灯
を
追
加
し

ま
し
た
。

５
．
平
成
27
年
度

《
防
災
意
識
の
持
続
》

基
本
的
に
は
昨
年
と
同
じ
く
訓
練
を
実
施

し
た
他
、
今
年
度
は
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の

火
災
原
因
の
６
割
を
占
め
て
い
た
「
通
電
火

災
」
防
止
が
重
要
と
考
え
、
安
価
で
簡
単
に

設
置
で
き
る
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
普
及

に
努
め
ま
し
た
。
１
１
２
個
の
設
置
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

○
今
後
の
取
り
組
み

１
．
防
災
活
動
組
織
と
仕
組
み
の
整
備

防
災
推
進
部
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
門
と
防

災
エ
リ
ア
と
の
連
携
体
制
を
整
備
確
立
し
、

発
災
時
の
活
動
を
よ
り
確
固
な
も
の
に
す
る
。

２
．
訓
練
の
多
様
化

訓
練
を
よ
り
興
味
深
い
も
の
に
す
る
こ
と

で
、
防
災
意
識
の
低
下
を
防
ぎ
且
つ
若
年
層

(

中
学
生
、
高
校
生
な
ど)

の
参
加
を
促
進
す

る
。

（
了
）

（
荏
原
４
丁
目
町
会

防
災
推
進
部
）

当
町
会
は
毎
年
「
防
災
訓
練
を
か
ね
た
運

動
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

大
震
災
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
町
会

員
、
隣
近
所
の
人
も
知
ら
な
い
今
日
こ
の
頃

を
憂
い
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
参
加
し
、

町
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

運
動
会
と
し
て
は
、
高
齢
者
が
多
い
の
で

激
し
い
運
動
は
控
え
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
競
技
内
容
に
し

ま
し
た
。

今
年
は
5
月
8
日(

日)

午
前
10
時
か
ら
午

後
1
時
ま
で
後
地
小
学
校
を
お
借
り
し
、
実

施
し
ま
し
た
。

防
災
訓
練
の
内
容
は
、
避
難
誘
導
訓
練
、

車
椅
子
の
使
用
訓
練
、
焼
き
そ
ば
を
作
る
給

食
訓
練
な
ど
７
つ
の
訓
練
項
目
。
運
動
会
の

競
技
内
容
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
物
干
し
竿
で
担

架
を
作
っ
て
行
う
担
架
リ
レ
ー
、
バ
ケ
ツ
と

ボ
ー
ル
で
の
消
火
リ
レ
ー
、
お
米
が
当
た
る

○
×
ク
イ
ズ
な
ど
全
部
で
６
種
目
行
い
ま
し

た
。短

い
時
間
の
中
で
楽
し
く
行
い
、
当
日
は

夏
日
で
25
度
あ
り
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ

う
に
冷
た
い
麦
茶
も
用
意
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
最
終
日
で
し
た
が
、
大
人
１
３
４
名
、

子
供
62
名
多
く
の
方
に
参
加
を
頂
き
、
怪
我

も
無
く
盛
大
に
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

◎
当
事
業
は
今
年
で
19
回
目
に
な
り
、
東
京

都
の
「
地
域
の
底
力
再
生
事
業
助
成
金
」
を

使
用
し
た
行
事
で
す
。

(

小
山
２
丁
目
東
部
町
会

真
原
智
成)
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サボテン

小
山
２
丁
目
東
部
町
会

防
災
運
動
会
を
開
催

どうぞよろしく。新町会長 紹介

荏原２丁目町会

藤原 裕 さん(65)

出 身：江戸川区平井

３歳から荏原２丁目

趣 味：読書・プラモデル作り

微力ながら荏原２丁目町会の

皆様の為、精一杯務めさせて頂

きます。仕事を抱えての町会長

職の責務は、至らない点も多々

あるかと思います。町会の皆様

方、又、諸先輩方のお力をお借

りして、一つ一つ力を尽くして

まいります。安心、安全な地域

作りの為により一層の皆様のお

力添えを宜しくお願いします。

中原共和町会

小野澤 昭裕 さん(65)

出 身：品川区荏原

趣 味：旅行・スポーツ

今まで勤めていた関係で、

町会では、祭礼の手伝いや冬

の夜警などに参加していまし

た。幸いに学生の頃にあった

青年部の皆さんがまわりでア

ドバイスしてくださり、私の

ことを知っている町会員の人

たちが支援してくれます。皆

様の力をお借りし、住みよく、

明るい町づくりのために役立

てるよう努力してまいります。

荏
原
4
丁
目
町
会

防
災
活
動
と
地
域
の
絆
(3)

更
な
る
防
災
活
動
の
発
展
へ

助成金でポスター制作


